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６月定例会
６月９日〜６月16日(８日間)

６月定例会

　日
南
町
議
会
の
６
月
定
例
会
は
、
６
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
２
日
間
に
わ
た
り
町
政
運
営
に
対
し
、
課
題
や
方
向
性
な
ど
活
発
な
議
論

を
展
開
し
ま
し
た
。

　執
行
部
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
財
産
の
取
得
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
日
南
町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
の
減
額
に
関

す
る
条
例
の
制
定
、
日
南
町
議
会
議
員
及
び
日
南
町
長
の
選
挙
運
動
の
公
営
費
に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
令
和
４
年
度

各
会
計
補
正
予
算
な
ど
全
９
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

４年度
補正予算

令和

財
産
の
取
得

◆
町
営
バ
ス
中
型
車
両
購
入(

58
人
乗
り)

　契
約
の
相
手
方

　日
野
郡
日
野
町
貝
原
1
5
3
番
地

　根
雨
自
動
車
整
備
㈱

　
　代
表
取
締
役

　田
辺 

正
男

　取
得
価
格

　
　2
1
，
9
6
0
，
7
3
0
円

工
事
請
負
契
約
の
締
結

◆
日
南
町
T
O
W
N
S
‐
N
E
T

同
軸
設

備
ほ
か
撤
去
工
事

　契
約
の
相
手
方

　米
子
市
東
福
原
３
丁
目
８
番
14
号

　㈱
中
電
工

　米
子
営
業
所

　
　所
長

　細
田

　武
明

　契
約
金
額

　
　1
3
0
，
9
0
0
，
0
0
0
円

条
例
の
制
定

◆
日
南
町
長
及
び
副
町
長
の
給
与
の

減
額
に
関
す
る
条
例
の
制
定

(

要
約)

　

　町
長
及
び
副
町
長
の
給
料
月
額
を

令
和
４
年
７
月
１
日
か
ら
同
年
７
月

31
日
ま
で
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
月

額
の
100
分
の
10
、
100
分
の
５
に
相
当

す
る
額
を
減
じ
る
。

◆
日
南
町
議
会
議
員
及
び
日
南
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営

費
に
関
す
る
条
例
の
制
定

(

要
約)

　

　こ
の
条
例
は
、
公
職
選
挙
法
第
141

条
第
８
項
及
び
第
143
条
15
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
日
南
町
議
会
議
員
及
び

日
南
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
、
選
挙

運
動
用
自
動
車
の
使
用
及
び
掲
示
場

用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
に
つ
い
て
、
そ

の
費
用
を
町
が
支
出
す
る
も
の
。

・
タ
ク
シ
ー
等
利
用
の
場
合

　使
用
さ
れ
た
各
日
に
対
し
一
台
限

　定
上
限

　2
3
，
0
0
0
円

・
レ
ン
タ
カ
ー
借
り
入
れ
の
場
合

　使
用
さ
れ
た
各
日
に
対
し
一
台
限

　定
上
限

　1
0
，
0
0
0
円

・
選
挙
カ
ー
の
燃
料
費

　選
挙
期
間
の
日
数
に
3
，
0
0
0

　円
を
乗
じ
た
金
額
に
達
す
る
ま
で

　の
部
分

・
選
挙
カ
ー
の
運
転
手
費

　従
事
し
た
各
日
に
対
し
指
定
さ
れ

　た
一
人
に

　上
限
１
０
，
０
０
０
円

・
掲
示
場
用
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
費

　一
枚
当
た
り
の
作
成
単
価
の
上
限

　を
1
，
0
0
0
円
と
し
、
掲
示
場

　数
に
1.1
を
乗
じ
た
範
囲
内
。

議
決
し
た
主
な
議
案

　ロシアのウクライナ侵攻で原油、穀物等の物流が不安定化したことによ

る価格の変動、さらに急激な円安が進み輸入品をはじめ多くの商品が値上

がりし、町民生活に多大な影響を及ぼしています。併せて新型コロナウイ

ルス感染症も感染者の増減を繰り返しながら長期化しています。

　この度の補正予算は町民の困窮の現状を踏まえ、町民生活支援を中心に

総額 6256万円を議決しました。

新型コロナ感染症対策

物価高騰対策に3230万円物価高騰対策に3230万円

ここに注目 物価高騰対策

原油価格等高騰対策
町内経済活性化事業
原油価格等高騰対策
町内経済活性化事業

たったもカードのスペシャルポイント
を全町民一律5,000ポイント付与

2125万円2125万円

燃油及び光熱費等支援補助金燃油及び光熱費等支援補助金

町内福祉事業所等に対し車両燃料及び
光熱費の一部を支援する

664万円664万円

町内の酪農及び和牛繁殖農家に対し飼
料価格等の高騰対策支援

畜産振興対策事業畜産振興対策事業

405万円405万円

生活困窮世帯支援事業生活困窮世帯支援事業

生活困窮者の生活を支援するため一世
帯につき7000円を現金給付

36万円36万円

予防衛生一般事業予防衛生一般事業

新型コロナウイルスワクチン 4 回目の接種費用、

医師報償費など体制整備に必要な経費

1195万円1195万円

地域内経済循環対策事業地域内経済循環対策事業

「たったもカード」電子マネーチャージ時のプレ

ミアムポイントを一定期間1%から 5%にする

100万円100万円

生活支援特別給付金事業生活支援特別給付金事業

低所得の子育て世帯に大きな困難が生じているこ

とを踏まえ、対象児童一人につき5万円支給

210万円210万円

総合文化センター管理事務費総合文化センター管理事務費

感染リスク低減のため、トイレ内の手洗いを自

動水栓化、研修室等に空気清浄機の導入

290万円290万円

認定こども園管理運営事務認定こども園管理運営事務

安心安全な保育を行うため、洗濯機及び空気清

浄機の導入を行う

291万円291万円

青少年健全育成事業青少年健全育成事業

「日南町二十歳を祝う会」式典を安全に行うた
め、対象者に対しPCR検査を実施する

61万円61万円
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　乳
牛
は
今
年
４
月
１
日
、

和
牛
は
５
月
19
日
が
基
準
で
あ

る
。
乳
牛
74
頭
、
和
牛
117
頭
が

対
象
と
な
る
。

　空
気
清
浄
機

　
　認
定
こ
ど
も
園
と
文
化
セ

ン
タ
ー
の
空
気
清
浄
機
は
同
じ

も
の
か
。
入
札
方
法
は
。

　
　機
種
は
同
じ
で
大
き
さ
が

異
な
る
。
ど
ち
ら
も
一
緒
に
入

札
す
る
。

　
　品
薄
を
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　承
知
し
て
い
る
。
速
や
か

に
執
行
す
る
。

　
　町
内
業
者
も
応
札
で
き
る
か
。

　
　取
扱
い
が
あ
れ
ば
で
き
る
。

　モ
ン
ゴ
ル
交
流

　
　な
ぜ
突
然
決
ま
っ
た
の
か
。

　
　新
型
コ
ロ
ナ
の
入
国
制
限

が
緩
和
さ
れ
急
き
ょ
決
ま
っ
た
。

　
　山
里
Ｌ
о
ａ
ｄ
に
ち
な
ん

へ
何
を
委
託
す
る
の
か
。

　
　移
動
、
宿
泊
の
手
配
な
ど
。

　
　交
流
し
た
町
民
は
自
宅
待

機
が
必
要
か
。

　
　国
内
か
ら
の
来
訪
者
と
同

じ
扱
い
。
心
配
な
方
は
無
料
検

査
の
利
用
を
。

さ
ら
に
周
知
す
る
。

福
祉
事
業
所
等
へ
の
光
熱
費
等
支
援

　
　対
象
と
な
る
事
業
所
数
は
。

　
　２
事
業
所
で
あ
る
。

　
　価
格
上
昇
分
を
ど
う
見
積

も
る
の
か
。

　
　昨
年
４
月
と
今
年
４
月
の

単
価
を
元
に
見
積
も
る
。

　
　支
援
す
る
期
間
は
。

　
　１
年
間
で
あ
る
。

　畜
産
振
興
対
策

　
　補
助
率
６
分
の
１
は
何
に

対
し
て
か
。

　
　昨
年
１
月
〜
３
月
の
飼
料

代
平
均
単
価
と
今
年
の
単
価
の

差
額
が
基
準
。
乳
牛
は
県
の
３

分
の
１
補
助
に
上
乗
せ
す
る
。

　
　頭
数
の
基
準
日
は
。

ビ
ラ
を
告
示
後
に
配
布
で
き
る

か
。　

　で
き
る
が
公
費
負
担
は
見

送
っ
た
。
今
後
検
討
す
る
。

　
　法
定
ビ
ラ
に
貼
付
す
る

シ
ー
ル
は
選
管
が
準
備
す
る
の

か
。　

　事
前
説
明
会
な
ど
で
要
望

を
聴
く
。

　
　ポ
ス
タ
ー
掲
示
箇
所
数
は
。

　
　現
在
75
箇
所
だ
が
、
未
確

定
な
の
で
予
算
に
は
80
箇
所
を

計
上
し
た
。

　た
っ
た
も
カ
ー
ド

　
　ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
毎
週
に
し
て
は
。

　
　毎
週
だ
と
イ
ン
パ
ク
ト
に

欠
け
る
。
広
告
で
第
２
・
第
４

水
曜
日
を
周
知
す
る
。

　
　10
日
・
20
日
・
30
日
の
ほ

う
が
分
か
り
や
す
い
の
で
は
。

　
　商
工
会
が
偶
数
月
22
日
に

ポ
イ
ン
ト
を
３
倍
に
す
る
。

　
　予
算
上
限
に
達
し
た
ら
。

　
　動
向
を
見
な
が
ら
判
断
す

る
。　

　町
民
の
４
人
に
１
人
が

カ
ー
ド
を
全
く
利
用
し
て
な
い

が
。　

　ポ
イ
ン
ト
有
効
期
限
な
ど

　
　１
社
で
あ
る
。

　特
別
職
の
減
給

　
　町
長
10
％
、
副
町
長
５
％

の
減
給
と
し
た
判
断
基
準
は
。

　
　他
の
地
方
公
共
団
体
の
事

例
を
参
考
に
し
た
。

　
　自
賠
責
保
険
切
れ
は
最
高

で
80
万
円
の
罰
金
が
運
転
手
へ

課
さ
れ
る
。
減
給
額
が
少
な
い

の
で
は
。

　
　他
の
団
体
と
比
較
す
る
と

低
い
額
で
は
な
い
。

　
　運
転
手
へ
の
刑
事
処
分
が

あ
れ
ば
再
度
処
分
を
検
討
す
る

の
か
。

　
　結
果
が
出
た
段
階
で
検
討

す
る
。

　
　２
度
の
処
分
は
考
え
ら
れ

な
い
。
最
終
的
な
結
論
が
出
た

と
こ
ろ
で
整
理
し
て
は
。

　
　結
果
報
告
の
時
期
や
そ
も

そ
も
報
告
が
で
る
の
か
も
わ
か

ら
な
い
。
一
旦
整
理
を
し
て
責

任
を
示
す
べ
き
。

　
　職
員
の
処
分
の
状
況
は
。

　
　１
度
審
査
会
を
開
き
継
続

審
査
と
し
た
。

　選
挙
公
営

　
　候
補
者
名
が
入
っ
た
法
定

　町
営
バ
ス
運
行
委
託

　
　な
ぜ
当
初
予
算
か
ら
増
額

し
た
の
か
。

　
　業
務
時
間
、
待
機
時
間
、

臨
時
便
の
積
算
に
誤
り
が
あ
っ

た
。　

　委
託
期
間
を
延
長
し
た
の

か
。　

　現
在
と
同
じ
３
年
間
。

　バ
ス
購
入

　
　新
た
に
購
入
す
る
車
体
の

デ
ザ
イ
ン
は
。

　
　現
在
の
路
線
バ
ス
と
同
じ
。

　同
軸
ケ
ー
ブ
ル
撤
去

　
　こ
れ
ま
で
に
も
予
算
に

あ
っ
た
の
で
は
。

　
　部
分
的
に
は
あ
っ
た
。
全

町
で
光
化
が
完
了
し
た
の
で
全

面
的
に
撤
去
す
る
。

　
　撤
去
し
た
ケ
ー
ブ
ル
を
資

源
化
で
き
な
い
か
。

　
　資
源
化
で
処
分
費
を
圧
縮

で
き
れ
ば
予
算
を
変
更
す
る
。

　
　応
札
は
何
社
か
。

問問問問問問問問問問問問 答答 答答答答 答答答答 答答

問問問問問問問問問問問問 答答答答答答答答答答

問問問問 答答

問問問問問問 答答答答答答問問問問 答答

答答答答問問問問 問問答答 答答答答 問問答答

問問問問問問問問問問問問 答答 答答 答答答答答答答答 答答

もっとくわしく質疑応答 補正予算など

　令
和
４
年
度
補
正
予
算

等
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

がんばる畜産農家

教育長の任命につき同意を求めることについて

一般会計予算  　        

国民健康保険特別会計予算　　　　　　            

介護保険特別会計予算

介護サービス事業特別会計予算　　　　　　　           

後期高齢者医療特別会計予算　　　　　　      　    

再生可能エネルギー発電事業特別会計予算

簡易水道事業会計予算

下水道事業会計予算

病院事業会計予算

日南町議会委員会条例の一部改正について

−５−

……賛否の分かれたもの

６月定例会審議結果
○可決した議案

令
和
４
年
度

補
正
予
算

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正

発

　議

そ
の
他
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○賛否内訳

○ ○○ ○○ × −

近
藤

　仁
志

大
西

　
　保

久
代

　安
敏

坪
倉

　勝
幸

古
都

　勝
人

山
本

　芳
昭

荒
木

　
　博

岡
本

　健
三

櫃
田

　洋
一

岩
﨑

　昭
男

○× ×

※山本芳昭議長は議事進行を行うため、賛否の表明はしません。

一般会計補正予算（第1号）

国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

一般会計補正予算（第2号）

日南町長及び副町長の給与の減額に関する

条例

日南町議会議員及び日南町長の選挙におけ

る選挙運動の公営費に関する条例

過疎地域における固定資産税の課税免除に

関する条例

日南町地方活力向上のための固定資産税の

課税免除及び不均一課税に関する条例

財産の取得について(令和4年度 日南町営バ

ス中型車両購入(58人乗り))

地方財政の充実・強化を求める意見書提出

について

教職員定数の改善に係る意見書提出につい

て

工事請負契約の締結について（令和4年度 
日南町TOWNS-NET同軸設備ほか撤去工
事）

論討

決採

　　　大西　保議員
　警察や運輸局の処分、職員の懲戒処

分が決定してから町長の責任を明確に

すべきであり、6月定例会にこだわる

ことはない。減給処分の程度が軽い。

反対

賛成　　　岩﨑昭男議員
　町長の任期はあと半年であり、その

間に関係機関から処分が出ない可能性

もある。任期中に自らの責任を明確に

するものである。

　　　坪倉勝幸議員
　条例の制定は、町が町長に処分を科

すことである。関係機関の処分や職員

の懲戒処分が決定してから判断すべ

き。処分の程度があまりにも軽い。

反対

賛成　　　古都勝人議員
　町の責任者として率先して責任を取

る姿勢を示すものである。それにより

町民の信頼が集まり、町のためにな

る。

報告

　6月22日、黒坂警察署から違反となった道路

運行車輛法及び自動車損害賠償保障法につい

て、故意でないと判断され、町に対し「指導、

警告」とする内容が口頭で示された。

　また、7月5日国土交通省鳥取運輸支局よ

り、町及びNPO法人に対し、道路運送法に基づ

く安全確保命令が出され、3か月以内に改善報

告を求められた。

町営バスの車検切れ運行の
処分について
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本会議令和４年陳情第２号 提 出 者

地方財政の充実・強化を
求める陳情

自治労鳥取県本部
執行委員長　山口一樹
ほか１名

　新型コロナウイルス感染症対策や社
会保障の維持及び子育て・地域医療の
確保等、政府に地方財政の充実・強化
を求めることは妥当である。

採択
（全員一致）

審 査 意 見

採択
（全員一致）

本会議令和４年陳情第４号 提 出 者

ゆたかな学びの実現・教
職員定数改善をはかるた
めの、2023年度政府予
算に係る意見書採択の陳
情について

鳥取県高等学校教職員組
合西部支部
支部長　田中　繁
ほか１名

　新型コロナウイルス感染症対応をは
じめ、子どもたちのゆたかな学びの保
障や学校の働き方改革を実現するため、
教職員定数改善と財政確保は必要であ
る。

審 査 意 見

陳情の審査結果と討論

本会議令和４年陳情第３号 提 出 者

米子民主商工会
会長　足川晴雄

　消費税は消費者が負担した税金であ
り、インボイス制度が導入されても免
税事業者やフリーランス等の方々に増
税を強いるものではない。

不採択

審 査 意 見

消費税インボイス制度の
実施中止を求める陳情

　　　久代安敏議員
　インボイス導入で中小事業者などの消費税が一
気に上がる。輸出大企業への莫大な還付金を放置
する一方で中小事業者をいじめる不公平な制度で
ある。
（久代、岡本）

　　　近藤仁志議員

　消費税の最終的な負担者は消費者であり、消費
税は国に納付されることで国民に還元される。イ
ンボイス導入で増税とはならない。

（大西、岩﨑、櫃田、近藤、荒木、古都、坪倉）

反対 賛成

趣旨採択

令和４年陳情第６号 提 出 者

鳥取県原爆被害者の会
会長　梶川道子
ほか2名

　唯一の被爆国として核兵器禁止条約
の趣旨は理解できるが、核拡散防止条
約、包括的核実験禁止条約のような、
核保有国を含めたものでなければなら
ないと考える。

審 査 意 見

日本政府に核兵器禁止条
約の批准を求める意見書
の提出を求める陳情

　　　近藤仁志議員

　核兵器は無差別に人の命を奪うばかりでなく、
国土を破壊し後世の負担も大きい。核兵器禁止条
約の批准は被爆国として当然である。
（久代、近藤、岡本、坪倉）

　　　櫃田洋一議員

　日本の安全保障を考えるときにアメリカ合衆国
との連携が重要であり、慎重に検討していく必要
があるため趣旨採択が妥当である。
（大西、岩﨑、櫃田、荒木、古都）

反対 賛成

　提出のあった陳情は、6月定例議会の本会議で審議した結果、次のとおり決定しました。

なお、賛成・反対とあるのは、陳情の原案に対する討論と採決の結果です。

本会議令和４年陳情第５号 提 出 者

西部広域行政管理組合一
般廃棄物処理施設整備基
本構想の見直しを求める
陳情

西部広域大型ごみ処理施
設を考える会
共同代表　百毛晴雄
ほか3名

　基本構想は、長年にわたり西部9市
町村で議論を積み重ね決定されている。
計画の途中で、国の法律が変更された
場合はその都度検討されるものであり、
基本構想は見直すべきではない。

不採択

審 査 意 見

　　　岡本健三議員

　西部広域の基本構想にもとづく提案では根本的
な解決はできない。国の方針が変わった以上、ご
み処理に責任を負う各市町村がそのあり方を検討
し直すべき。
（久代、岡本）

　　　岩﨑昭男議員
　西部広域は事務の効率化を図るための組織であ
る。新法への対応についても西部広域がプラスチ
ック廃棄に対する民間からの提案を受け付けてい
る。
（大西、岩﨑、櫃田、近藤、荒木、古都、坪倉）

反対 賛成

本会議

−７−
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　学校現場では、貧困・いじめ・不登校など解

決すべき課題が山積しており、子どもたちのゆ

たかな学びを保障するための教材研究や授業準

備の時間を十分に確保することが困難な状況と

なっている。また、新型コロナウイルス感染症

対策にともない新たな業務も発生している。ゆ

たかな学びや学校の働き方改革を実現するため

には、少数職種の配置増など教職員定数改善が

不可欠である。

　よって、国会及び政府においては、地方教育

行政の実情を十分に認識され、地方自治体が計

画的に教育行政を進めることができるように、

教職員定数の改善に係る意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書
　いま、地方公共団体には、急激な少子・高齢

化の進展にともなう子育て、医療・介護など社

会保障制度の整備、また人口減少下における地

域活性化対策、脱炭素化をめざした環境対策、

行政のデジタル化推進など、多岐にわたる役割

が求められつつある。

　しかし、人材は不足しており、新型コロナウ

イルス、また近年多発している大規模災害への

対応も迫られている。これらに対応するため政

府は「骨太方針2021」において、2021年度の

地方一般財源水準を2024年度まで確保するとし

ているが、増大する行政需要に十分対応し得る

のか、大きな不安が残されている。

　2023年度の政府予算と地方財政の検討にあた

っては、コロナ禍への対応も勘案しながら、歳

入・歳出を的確に見積もり、地方財政の確立を

めざすよう、以下の事項の実現を求める。

１．十分な地方財源総額の確保をはかること。

２．社会保障経費の拡充をはかること。

３．地域間の財源偏在性の是正にむけては、よ

　り抜本的な改善を行うこと。

４．新型コロナウイルス感染症対策として、地

　域経済の活性化まで踏まえ、十分な財源措置

　をはかること。

５．地方創生事業費として確保されている1兆

　円は恒久的な財源とすること。

６．会計年度任用職員制度の運用においては、

　さらなる財政需要を十分に満たすこと。

７．特別交付税の減額措置を行わないこと。

８．地域デジタル社会推進費に相当する十分な

　財源を保障すること。

９．森林環境譲与税の譲与基準を見直すこと。

10．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能

　の強化をはかり、対策を講じること。

6月定例会で採択した意見書を、
内閣総理大臣ほか関係大臣に提出しました(要旨)

下記の措置を講じられるよう強く要請する。

記

１．学校の働き方改革・長時間労働是正を実現

　するため、少数職種の配置増など教職員定数

　改善を推進すること。

２．自治体で国の標準を下回る「学級編制基準

　の弾力的運用」の実施ができるよう加配の削

　減は行わないこと。



　把
握
し
て
い
な
い
。

　必
要
な
測
定
器
も
購
入
し
な
い
、

設
備
の
改
善
も
し
な
い
、
必
要
な
人

も
配
置
し
な
い
、
上
原
フ
ァ
ー
ム
グ

ル
ー
プ
の
経
営
状
況
を
把
握
し
て
い

る
か
。
過
去
３
年
間
の
売
上
が
114
億

円
で
純
利
益
が
７
億
円
も
あ
る
。

　把
握
で
き
て
い
な
い
。

　保
有
量
が
あ
と
数
ヶ
月
で
な
く
な

る
。
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

　令
和
４
年
度
中
に
２
，
０
０
０
ｔ

程
度
森
林
組
合
か
ら
購
入
を
検
討
し

て
い
る
。

　３
月
議
会
に
お
い
て
、
新
た
に
申

請
取
得
す
る
よ
う
に
予
算
審
査
意
見

を
出
し
て
い
る
。
購
入
せ
ず
共
同
で

販
売
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　認
証
制
度
の
変
更
が
あ
る
の
で
、

そ
の
後
申
請
を
検
討
し
て
行
き
た
い
。
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　町
長
の
任
期
も
あ
と
６
ヶ
月
余
り

と
な
っ
た
。
２
期
目
に
挑
戦
す
る
の

で
あ
れ
ば
取
り
組
み
課
題
は
。

　町
民
の
支
援
が
い
た
だ
け
る
な
ら

前
向
き
に
考
え
た
い
。
地
方
創
生
の

推
進
が
主
軸
に
な
る
。

　責
任
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の

よ
う
に
取
ら
れ
る
の
か
。

　特
別
職
と
し
て
７
月
給
与
を
町
長

は
10
％
、
副
町
長
は
５
％
の
減
額
を

考
え
て
い
る
。
職
員
に
つ
い
て
は
、

黒
坂
署
、
鳥
取
運
輸
支
局
の
指
導
を

受
け
て
か
ら
再
度
懲
戒
審
査
会
を
開

催
し
処
分
を
決
め
る
。

　行
政
処
分
、
刑
事
処
分
の
罰
則
内

容
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　無
車
検
無
保
険
︵
道
路
運
送
車
両

法
︶
違
反
点
数
12
点
、
90
日
免
許
停

止
、
１
年
６
ヶ
月
以
下
の
懲
役
又
は

80
万
円
以
下
の
罰
金
、
無
自
賠
責
保

険
︵
自
動
車
損
害
保
険
法
︶
違
反
点

数
６
点
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
50

大西　保 議員

問問

答答

万
円
以
下
の
罰
金
と
認
識
し
て
い
る
。

　対
象
者
は
、
運
転
手
で
は
。

　捜
査
中
で
あ
り
把
握
し
て
い
な
い
。

　上
原
社
長
と
会
談
さ
れ
た
の
か
。

ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
か
。

　５
月
27
日
に
社
長
、
佐
伯
取
締
役

と
ウ
ェ
ブ
会
談
を
行
っ
た
。
水
質
汚

濁
の
再
発
防
止
や
県
の
指
摘
事
項
を

改
善
し
て
も
ら
う
べ
く
協
議
し
た
。

　泡
、
濁
り
の
発
生
が
常
態
化
し
て

い
た
。
沈
殿
槽
の
底
に
穴
が
開
き
汚

水
が
漏
れ
て
い
た
。
５
月
末
に
修
理

を
行
っ
た
事
を
把
握
し
て
い
た
か
。

問問

　町
長
の
進
退

一般質
問

一般質
問

答答と問問

　町

　長

答答

　実
延
総
務
課
長

答答 問問

　町
営
バ
ス
車
検
切
れ

　運
行
の
処
分

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

　処
分
の
対
象
者
は

問問

　罰
則
内
容
は

問問

　セ
ン
ト
ラ
ル
農
場
の
環
境
問
題

問問

　経
営
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か

問問

　Ｊ

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
量
確
保
の
今
後

問問

　４
〜
５
月
の
状
況
を

　把
握
し
て
い
る
か

問問

　森
林
組
合
か
ら

　購
入
す
べ
き
で
な
い

問問

２期目に挑戦されるのか

　　　　　　取り組む課題は

前向きに考えたい

　　　　地方創生の推進である

デマンドバス（多里線）

ン
ト
を
活
用
し
た
住
民
参
画
を
中
心

に
応
募
し
た
。

　２
月
に
付
与
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は

８
月
末
が
期
限
だ
が
、
利
用
さ
れ
な

か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
ど
う
な
る
の
か
。

　期
限
が
過
ぎ
た
ポ
イ
ン
ト
は
失
効

し
、
商
工
会
が
そ
れ
を
財
源
に
イ
ベ

ン
ト
や
事
業
の
経
費
に
充
て
る
。

　貰
っ
た
方
も
送
っ
た
人
も
う
れ
し

く
良
い
取
り
組
み
で
あ
り
、
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
し
て
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

　良
い
感
触
を
持
っ
て
お
り
、
さ
ら

に
利
用
し
易
く
し
た
い
。
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　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
業
﹁
た
っ
た

も
カ
ー
ド
﹂
の
普
及
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

　町
内
の
商
店
、
飲
食
店
等
で
の
さ

ら
な
る
定
着
を
目
指
し
、
行
政
ポ
イ

ン
ト
の
積
極
的
な
活
用
、
商
工
会
独

自
で
行
っ
て
い
る
チ
ャ
ー
ジ
ポ
イ
ン

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。
７

月
に
は
町
外
者
向
け
た
っ
た
も
カ
ー

ド
も
併
せ
て
活
用
し
、
町
内
の
経
済

循
環
を
さ
ら
に
図
っ
て
い
く
。

　利
用
店
舗
の
拡
大
が
た
っ
た
も
カ

ー
ド
の
普
及
に
影
響
す
る
と
考
え
る
。

端
末
機
利
用
料
が
１
台
に
つ
き
月
額

１
，
２
１
０
円
か
か
り
、
移
動
販
売

を
行
う
店
舗
で
は
さ
ら
に
月
額
５
５

０
円
必
要
と
な
る
た
め
、
導
入
し
た

が
辞
め
る
店
舗
や
加
入
を
控
え
る
店

舗
も
あ
る
と
思
う
。
事
業
を
開
始
し

た
町
が
負
担
あ
る
い
は
補
助
す
る
べ

き
で
は
。

　３
か
月
経
過
し
た
時
点
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
売
り
上
げ
の
違
い
も
あ

る
。
い
ろ
い
ろ
な
声
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

　大
手
ス
ー
パ
ー
の
W
A
O
N
と
い
う

カ
ー
ド
は
決
済
音
が
〝
ワ
オ
ン
♪
〟
と

鳴
る
が
、
た
っ
た
も
カ
ー
ド
も
町
長

の
声
で
〝
た
っ
た
も
〜
♪
〟
と
鳴
れ

ば
良
い
と
思
う
が
。

　出
来
る
か
ど
う
か
、
好
評
に
な
る

か
ど
う
か
検
討
す
る
。

﹃
先
ず
隗
よ
り
始
め
よ
﹄
と
い
う
諺

が
あ
る
が
、
た
っ
た
も
カ
ー
ド
を
住

民
課
の
窓
口
で
証
明
書
の
発
行
手
数

料
等
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ

き
で
は
。

　住
民
課
、
出
納
室
と
も
う
少
し
確

認
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
方
針
が
決

ま
れ
ば
案
内
で
き
る
。

﹁
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
﹂

の
実
現
に
向
け
、
国
が
自
治
体
の
優

れ
た
施
策
や
ア
イ
デ
ア
を
表
彰
す
る

﹁
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
田
︵
で
じ
で
ん
︶
甲
子

園
﹂
が
今
夏
開
催
さ
れ
、
町
独
自
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
カ
ー
ド
の
発

行
で
応
募
さ
れ
た
と
聞
く
が
。

　鳥
取
県
の
地
方
公
共
市
町
村
版
に
、

日
南
町
の
た
っ
た
も
カ
ー
ド
の
仕
組

み
や
地
域
内
経
済
循
環
、
行
政
ポ
イ

問問
　普
及
・
啓
発

問問
　〝
た
っ
た
も
〜
♪
〟

答答

　中
村
町
長

答答

　企
画
課
長

　企
画
課
長

答答

　町

　長

答答

　D
i
g
i
田
甲
子
園

問問
　先 

従 

隗 

始

問問

　端
末
機
利
用
料

問問

　ポ
イ
ン
ト
残
高

問問

　ポ
イ
ン
ト
ギ
フ
ト
券

問問

櫃田洋一 議員

たったもカードの普及は

　　

行政ポイントを積極的に活用する

問問

答答

答答

　島
山
企
画
課
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

ま

か
い

は
じ

こ
と
わ
ざ

ギフト券もあるよ



な
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

　現
在
把
握
し
て
い
る
不
感
地
域
は
。

　福
寿
実
︵
虫
尾
︶
、
福
万
来
︵
和
田

原
︶
、
印
賀
︵
印
賀
、
古
市
、
横
見
︶
、

宝
谷
︵
宝
谷
︶
、
菅
沢
︵
呼
子
︶
、
新

屋
︵
新
山
︶
、
上
萩
山
︵
滑
︶
、
湯
河

︵
奥
湯
谷
︶
の
８
集
落
。

　不
感
地
域
解
消
に
向
け
て
具
体
的

な
動
き
は
。

　今
年
度
、
各
自
治
会
に
も
協
力
を

い
た
だ
き
、
再
度
日
南
町
内
の
不
感

地
域
を
調
査
し
、
各
通
信
事
業
者
、

県
、
国
へ
要
望
を
行
う
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
日
南
病
院
及

び
日
南
福
祉
会
で
制
限
さ
れ
て
い
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
及
び
そ
の
利
用
者
へ

の
影
響
は
。

　特
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
希

望
者
及
び
介
護
者
に
影
響
が
生
じ
て

い
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及
び
ヘ
ル

パ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
感
染
状
況
を
み
て

規
制
緩
和
も
さ
れ
て
い
る
。
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　交
付
金
が
支
払
わ
れ
た
が
、
自
治

会
・
班
か
ら
の
反
応
は
。

　交
付
金
の
期
限
を
問
う
声
を
い
た

だ
い
た
。
そ
の
間
に
各
自
治
会
・
班

等
か
ら
声
を
聞
き
、
そ
の
時
々
で
必

要
な
制
度
と
な
る
よ
う
検
討
を
行
い

た
い
。

　集
会
施
設
運
営
に
係
る
支
援
に
つ

い
て
の
検
討
状
況
は
。

　８
月
以
降
、
各
自
治
会
を
回
り
、

各
自
治
会
や
班
等
か
ら
実
情
を
聞
き

取
り
、
地
域
活
動
を
集
会
所
で
引
き

続
き
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
支
援

を
検
討
す
る
。

　﹁
た
っ
た
も
カ
ー
ド
﹂
の
利
用
状
況
は
。

問問

答答

５
月
末
実
績
は
次
の
通
り
。

　町
外
者
向
け
の
﹁
た
っ
た
も
カ
ー

ド
﹂
の
導
入
準
備
状
況
は
。

　７
月
７
日
か
ら
の
利
用
開
始
に
向

け
準
備
を
行
っ
て
い
る
。
６
月
27
日

よ
り
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

広
報
し
、
商
工
会
、
加
盟
店
舗
、
役

場
で
の
受
付
を
開
始
す
る
。

　ま
ち
協
事
業
の
推
進
等
に
も
積
極

的
に
行
政
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　ま
ち
協
や
自
治
会
事
業
に
つ
い
て

も
行
政
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
で
き
る
よ

う
に
関
係
機
関
と
協
議
し
、
地
域
活

動
の
活
性
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
充
実
が
図
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
と

問問

　キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
業

一般質
問

一般質
問

答答と問問

　町

　長

答答

問問

　町
外
者
向
け
の
カ
ー
ド

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

岩﨑昭男 議員

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

　携
帯
電
話
不
感
地
域
解
消

問問

　行
政
ポ
イ
ン
ト
の
活
用

問問

　解
消
対
策

問問

　地
域
活
動
支
援
交
付
金

問問

　集
会
施
設
運
営
費
の
支
援

問問

　コ
ロ
ナ
禍
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

問問

集会施設運営費の支援を

実態を調査し、支援を検討する

厳しさが増す集会所管理

①電子マネー利用額

43,196,187 円（利用率 86.6％）

②各種ポイント 964，157Ｐ利用

　　　　　　  （利用率 80.2％）

③２月に付与したスペシャルポ

イント 6，226，124Ｐ利用

　　　　　　　（利用率 79.3％）

④３月に付与したスペシャルポ

イント 28，512，223Ｐ利用

　　　　　　  （利用率 67.6％）

　行
財
政
改
革
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

　３
年
度
の
取
組
み
に
つ
い
て
自
立

改
革
推
進
本
部
で
点
検
を
終
え
て
お

り
、
今
後
行
政
改
革
推
進
委
員
の
評

価
を
受
け
る
。

　実
施
計
画
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　３
年
度
実
績
に
つ
い
て
、
行
政
改

革
推
進
委
員
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き

４
年
度
の
推
進
に
反
映
さ
せ
る
。

　自
立
改
革
推
進
本
部
の
事
務
は
、

企
画
課
で
行
な
う
と
規
則
に
あ
る
が
、

企
画
課
の
事
務
分
掌
に
な
い
。

　連
携
を
取
り
な
が
ら
企
画
課
で
事

務
を
行
な
っ
て
い
る
。

　行
財
政
改
革
を
進
め
る
う
え
で
、

推
進
本
部
長
は
各
課
の
協
議
、
取
組

み
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
。

　昨
年
度
は
、
関
わ
り
を
持
っ
て
指
導
、

協
議
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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　セ
ン
タ
ー
長
の
位
置
づ
け
、
役
割
は
。

　町
づ
く
り
協
議
会
長
を
セ
ン
タ
ー

長
と
し
て
委
嘱
し
て
お
り
、
主
に
セ

ン
タ
ー
施
設
の
管
理
な
ど
担
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　事
務
長
の
職
務
は
。

　町
づ
く
り
協
議
会
の
事
務
局
業
務
、

施
設
の
管
理
運
営
な
ど
を
担
っ
て
い

る
。
ま
た
、
地
域
の
方
か
ら
の
相
談

や
地
域
行
事
の
支
援
な
ど
地
域
振
興

に
関
わ
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

　事
務
長
が
配
置
で
き
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
が
何
故
か
。
一
般
事
務

で
採
用
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
配

置
も
可
能
で
は
な
い
か
。

　公
募
や
地
域
の
方
と
検
討
し
な
が

ら
努
力
し
て
き
た
が
年
度
当
初
に
は

３
カ
所
の
事
務
長
が
配
置
で
き
な
か

っ
た
。
再
任
用
職
員
が
出
向
い
て
事

務
を
し
て
い
る
。
職
種
別
に
募
集
、

採
用
し
た
の
で
、
事
務
長
へ
の
配
置

が
難
し
か
っ
た
。

　事
務
長
が
配
置
し
て
い
な
い
こ
と

に
よ
る
地
域
活
動
へ
の
影
響
は
。

　影
響
が
な
い
と
は
い
え
な
い
が
詳

し
く
把
握
し
て
い
な
い
。

　事
務
長
の
１
人
体
制
を
見
直
し
、

集
落
支
援
員
制
度
の
充
実
を
図
る
と

あ
る
が
取
組
み
は
。

　地
域
毎
に
事
務
長
の
勤
務
態
勢
を

把
握
し
、
集
落
支
援
員
と
一
緒
に
な

っ
て
事
務
を
進
め
て
い
く
。

　自
立
改
革
推
進
本
部
の
体
制
は
。

　副
町
長
を
本
部
長
と
し
、
専
門
監

を
事
務
局
長
と
し
て
配
置
し
、
行
政

改
革
推
進
委
員
会
の
庶
務
は
、
企
画

課
が
担
当
す
る
体
制
と
し
て
い
る
。

問問
　地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
長

問問
　事
務
長
の
働
き
方
改
革

答答

　丸
山
副
町
長

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　企
画
課
長

答答

　地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
長

問問
　事
務
長
の
配
置

問問
　地
域
へ
の
影
響

問問

　自
立
改
革
推
進
本
部
の
体
制

問問

　計
画
の
進
捗

問問
　計
画
の
推
進

問問

　自
立
改
革
推
進
本
部
の
事
務

問問

　各
課
と
の
連
携

問問

坪倉勝幸 議員

事務長の配置がないところがある

　　

地域の協力を得ながら努力している

問問

答答

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

事務長が配置されていない
地域振興センター



　去
る
５
月
28
日
、
住
民
参
加
に
よ

る
﹁
鳥
取
方
式
の
芝
生
化
﹂
に
よ
っ

て
、
日
南
町
内
に
緑
の
広
場
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
増
や
し
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
の
場
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
趣

旨
で
正
式
に
会
が
設
立
さ
れ
た
。

　役
員
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
中

村
町
長
と
青
戸
教
育
長
が
就
か
れ
た

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　鳥
取
方
式
の
芝
生
化
の
内
容
を
聞

い
た
。
現
在
ゆ
き
ん
こ
村
で
実
証
中

で
あ
る
。
こ
ど
も
園
の
園
庭
等
を
芝

生
化
す
る
検
討
も
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
は
改
め
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
と
の
協
議
の
上
、
あ
り
方
な
ど
整

理
し
て
い
き
た
い
。

　

　白
昼
、
傍
若
無
人
に
在
日
米
軍
岩

国
基
地
か
ら
ブ
ラ
ウ
ン
ル
ー
ト
と
称

し
て
﹁
オ
ス
プ
レ
イ
﹂
な
ど
が
低
空

飛
行
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
日
南
町

役
場
へ
の
通
報
件
数
と
年
度
毎
の
資

料
提
供
を
求
め
る
。

　本
町
に
報
告
の
あ
っ
た
過
去
５
年

間
の
米
軍
機
等
の
低
空
飛
行
訓
練
の

目
撃
情
報
は
、
平
成
30
年
度
０
件
、

令
和
元
年
度
２
件
、
令
和
２
年
度
２

件
、
令
和
３
年
度
０
件
、
令
和
４
年

度
１
件
の
状
況
。
そ
の
都
度
速
や
か

に
国
、
県
の
関
係
機
関
へ
報
告
を

行
っ
て
い
る
。
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久代安敏 議員

　水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
３
月
定
例
会
で

政
府
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
し
た

が
、
国
や
鳥
取
県
か
ら
具
体
的
な
対

応
が
示
さ
れ
た
か
。

　国
、
県
か
ら
具
体
的
な
対
応
は
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
域
の
状
況
把

握
を
す
る
た
め
、
国
か
ら
意
見
聴
取

が
行
わ
れ
て
お
り
、
町
か
ら
も
課
題

を
報
告
し
て
い
る
。

　

　今
回
の
交
付
金
見
直
し
に
よ
り
、

日
南
町
の
農
業
者
の
損
失
額
を
示
さ

れ
た
い
。

　令
和
４
年
度
中
に
損
失
は
生
じ
な

い
た
め
、
ま
た
制
度
の
方
向
性
が
不

透
明
な
た
め
試
算
は
行
っ
て
い
な
い
。

　ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
急

激
な
円
安
で
消
費
者
物
価
が
高
騰
し

て
い
る
た
め
、
緊
急
に
﹁
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
﹂
を
活
用
し
て
日
南
町

の
消
費
者
支
援
制
度
を
提
案
す
る
。

　６
月
補
正
に
お
い
て
町
民
生
活
の

問問

答答

負
担
を
軽
減
し
、
町
内
で
の
経
済
循

環
を
促
進
す
る
た
め
、
た
っ
た
も

カ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
ル
ポ
イ
ン
ト
を
町

民
全
員
へ
5
，
0
0
0
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
予
算
案
を
上
程
す
る
。

　総
務
省
が
３
月
29
日
に
地
方
自
治
体

に
通
知
し
た
﹁
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
は
、
公
立
病
院
の
統
廃

合
を
軌
道
修
正
し
た
も
の
だ
と
分
析
す

る
が
、
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

　再
編
統
合
を
取
り
下
げ
た
点
は
一

定
の
評
価
を
す
る
が
、
地
域
包
括
ケ

ア
の
位
置
づ
け
が
弱
い
、
あ
る
い
は

地
域
医
療
を
担
う
常
勤
医
師
の
確
保

に
触
れ
て
い
な
い
な
ど
の
懸
念
を
感

じ
る
。

　

問問

　水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

一般質
問

一般質
問

答答と問問

　町

　長

答答

　町

　長

答答 問問

　農
家
の
損
失
額
は

答答

　中
村
町
長

答答

　中
曽
病
院
管
理
者

答答

　青
戸
教
育
長

答答

　町

　長

　日
南
病
院

問問

　物
価
高
騰
対
策

問問

　在
日
米
軍
の
低
空
飛
行
訓
練

問問

　日
南
・
芝
生
化

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

問問

緊急に物価高騰対策を！

6月の補正予算で対応する

　例
え
ば
ご
み
の
量
を
減
ら
す
と
と

も
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
を
徹
底

し
た
り
、
使
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
量
を

減
ら
す
の
も
大
切
な
取
組
で
は
。

　基
本
的
に
は
そ
の
と
お
り
。
生
ご

み
を
収
集
し
堆
肥
化
を
拡
充
す
る
方

法
も
あ
る
。
ス
プ
ー
ン
に
木
製
の
も

の
を
使
う
こ
と
も
で
き
る
。

　４
月
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環

法
が
施
行
さ
れ
ご
み
発
電
な
ど
の
熱

回
収
か
ら
再
商
品
化
の
徹
底
へ
と
国

の
方
針
が
変
わ
っ
た
。
ご
み
発
電
を

前
提
と
す
る
西
部
広
域
の
基
本
構
想

は
大
幅
な
見
直
し
ま
た
は
撤
回
を
迫

ら
れ
る
の
で
は
。

　西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
で
、
処

理
方
法
を
含
め
検
討
し
て
い
る
。

　ご
み
処
理
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か

決
め
る
の
は
町
の
責
任
で
は
。

　ご
み
処
理
の
計
画
を
作
る
責
任
は

町
に
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
ご
み
処
理

を
共
同
で
す
る
た
め
西
部
広
域
が
あ

る
。
新
た
な
法
律
の
趣
旨
を
踏
ま
え

て
議
論
す
る
。
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町政のここが聞きたい

　教
育
長
は
学
校
給
食
の
無
償
化
を

目
指
す
べ
き
と
の
考
え
か
。

　理
念
と
し
て
は
無
償
が
良
い
。
た

だ
、
恒
常
的
に
無
償
化
す
る
に
は
財

源
の
確
保
が
大
切
で
あ
る
。
教
育
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
町
長
を
加
え
た

総
合
教
育
会
議
な
ど
で
し
っ
か
り
議

論
し
た
い
。

　現
状
に
つ
い
て
﹁
良
い
﹂
と
の
回

答
が
94
％
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
中

に
は
無
償
化
を
望
む
保
護
者
も
含
ま

れ
て
い
る
の
で
は
。

　含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　少
子
化
対
策
と
し
て
も
意
義
が
あ

る
の
で
は
。

　少
子
化
は
全
国
で
進
ん
で
い
る
の

で
国
が
無
償
化
を
進
め
る
べ
き
。

　県
が
農
場
へ
水
質
汚
濁
防
止
法
の
改

善
命
令
を
発
す
る
よ
う
町
が
要
請
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
今
後
の
対
応
は
。

　県
は
事
故
の
度
に
、
セ
ン
ト
ラ
ル

フ
ァ
ー
ム
に
指
導
を
し
て
い
る
。
今

後
も
県
と
協
同
し
な
が
ら
改
善
を
求

め
て
い
く
。
ま
た
、
会
社
側
と
の
定

期
的
な
会
議
日
程
を
作
る
。

　昨
年
温
暖
化
対
策
推
進
法
が
改
正

さ
れ
、
す
べ
て
の
市
町
村
に
地
方
公

共
団
体
実
行
計
画
の
区
域
施
策
編
を

作
る
努
力
義
務
が
で
き
た
。
区
域
施

策
編
に
対
す
る
考
え
は
。

　環
境
対
策
を
推
進
す
る
考
え
で
お

り
、
グ
リ
ー
ン
ド
リ
ー
ム
計
画
に
含

め
て
策
定
す
る
。

問問
　学
校
給
食
の
無
償
化

答答

　青
戸
教
育
長

　教
育
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

答答

　保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

問問

　少
子
化
対
策
で
も
あ
る

問問
　セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム

　汚
水
問
題

問問

　環
境
施
策

問問

　二
酸
化
炭
素
排
出
削
減

問問

　ご
み
発
電
計
画
の
見
直
し

問問

　町
の
責
任
で
は

問問

岡本健三 議員

学校給食の無償化を

　　

総合教育会議などで

　　　　　　しっかり議論する

問問

答答

答答

　中
村
町
長

答答

　町

　長

答答

　町

　長

子どもたちの成長を願って
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委員会の活動報告

総務教育常任委員会 5月27日・6月13日

■施設視察

　小学校3階バルコニーの雨どいの壊れ等、

改修及び検討すべき点を確認した。

　(小学校2か所、中学校7か所）

■学校管理者、教育委員等との意見交換

　見世中学校長と三上小学校長より、学校経

営方針や児童、生徒の様子等について説明を

受けた。

　また、学校運営協議会が発足し、田辺隆則

会長も参加され、支援サポーター、部活動の

運営等現状について意見交換を行った。

■インボイスとは

　売り手が買い手に正確な税率や税額を伝え

る手段。

■導入理由

　1.益税の抑制…消費者が事業者に支払った

　消費税の一部が合法的に免税事業者の利益

　となっている。

　2.不正やミスの防止…「誰が、いつ、何

　を、何％で、合計は」を正確に記す。

　令和5年10月1日より、「消費税の仕入税額控除方式」から「適格請求書等保存方式」への変

更になる。制度変更の概要と留意点、免税事業者の登録申請手続等の説明を受けた。

　今後は、日南町商工会や米子税務署等が事業者向け等に説明会を予定されている。

インボイス制度の概要について（住民課）

■授業参観

　小学校では、教科担任制での授業が行われ

ていた。(コロナ禍により、廊下から参観）

日南小・中学校視察（教育委員会）

インボイス制度（適格請求書等保存方式）の概要

■導入による留意点

　課税事業者が免税事業者との取り引きで支

払った消費税は、仕入税額控除（売上消費税

－仕入消費税）がうけられない。そのため、

課税事業者は仕入消費税も加算して納付しな

ければいけない。

■消費税の基本的な仕組み

（国税庁HPより）

※生産者が農協、森林組合等に委託して行う農林
水産物の譲渡はインボイスが免除される。
　　　　　　　　　  （詳細は国税庁HPを参照）
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経済福祉常任委員会 5月27日・6月14日

稼働し始めた樹木育苗センター（阿毘縁）

日南町樹木育苗センター視察（農林課）日南町木材団地拡張造成地視察（農林課）

■今年３月に完成した木材団地拡張造成地の

現地視察を行った。(サワタ建設、福岡組、

大柄組、日南振興共同企業体による施工）

・造成地の工場配置計画はまだ出来ていない。

■昨年12月に完成した(株)ウッドカンパニー

ニチナン「日南町樹木育苗センター」の視察

を行い説明を受けた。

・県内最大規模の最新鋭の施設で、ハウス内

で自動灌水や暖房設備を導入し天候に左右さ

れない施設となっている。

・カラマツ、杉、ヒノキのコンテナ苗を年間

12万本生産し、日南町森林組合や県外にも販

売予定である。

４回目新型コロナワクチン接種（福祉保健課）
・対象の方には日南町から接種券が届く。予

約の方法はインターネット、電話、福祉保健

課の窓口でできる。

・日南町の5月末現在の3回目コロナワクチン

の接種率は81.7%である。65歳以上の方は9

割近くの人が接種している。

・日南町では、特に大事に至るような副作用

の事例はなかった。

地籍調査の状況（建設課）

・地籍調査の開始から25年を迎える。H工程

(地籍図、出席簿の作成)までの進捗率は現在

37%である。

・令和4年度実施地区は、河上､ 霞､ 茶屋､ 菅沢､

湯河､ 神戸上､ 福塚､ 豊栄を計画している。

・リモートセンシング(航測法)の導入により

効率化を図る。令和4年度は、茶屋、豊栄地

区において実施予定である。

にちなん議会だより　令和４年７月発行　No.168

・各地区の維持工事業者との契約が終わりパトロールの実績報告を受けた。

・自治会が参画している除草作業の委託金額を令和4年度から2000円増額し12000円/kmとした。

・令和3年度の実績は13自治会、52路線、総長48.8kmである。

町道の維持管理（建設課）

令和４年度　道路維持工事

工事名

阿毘縁・山上地区道路維持
工事

日野上地区道路維持工事
石見地区道路維持工事
福栄地区道路維持工事
大宮地区道路維持工事
多里地区道路維持工事

施工場所

阿毘縁・
山上地区

日野上地区
石見地区
福栄地区
大宮地区
多里地区

受注業者

㈲大生建設

㈲福岡組
日南振興㈱
㈲大柄組
㈲岡田建設
㈲今松工務店

委託業者による町道修繕工事
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住宅政策及び中心地域調査特別委員会 6月14日

目的　賃貸住宅を民間の資金力・技術力・経営力等を活用して、移住定住施策を推進するもの。

前回委員会後の経緯

　■4月11日 第2回指名審査会

　（見直しを図った主な内容）

　・構造物や間取り等魅力ある住宅の整備をすること

　・町が行う安全対策として町の負担でフェンスを設置

　・土地の貸借期間を30年以上40年未満に延長変更等

　■4月12日 公募開始する旨を公告

　・募集対象者として日南町内の個人、団体、事業者

　■4月15日 建設工業新聞内に掲載

　■5月23日 公募締切り 問い合わせ、応募はなし

今後の方針

　当初町内で応募がない場合は、鳥取県西部圏域に募集

を拡げる予定であったが、町内企業に担って頂きたい

し、資材高騰等もあり現在の条件での厳しさも理解でき

るので、指名審査会で内容等を検討して7月末日を期限

に、早い時期に再度公募する。それでも応募がない場合

は、西部圏域に枠を拡げる。

民間活用住宅整備事業実施計画（PFI実施計画）進捗状況（建設課）

委員会での意見

・敷地内の舗装施行とか、町で支援で

きるところは検討するべきと考える。

・太陽光発電をつけて電気代がタダ

になる方式もある。入居者の負担軽

減にもなるので、その部分を町が担

うとか、様々な方法の検討を。

・7月末日を区切りとして町内の方

に応募を期待するとのことなので、

再度聞き取りをしたい。

委員会での意見

・将来的に雇用の需要に不安を感じるが、引き続き町

外からの入学があるなら、多里地区に必要かも。

・場所の選定が重要。1年間の研修なのでコミュニ

ケーションの取り方や社会人としてどうあるべきか学

ぶ機会として、空き家活用で共同生活も良いのでは。

・宿舎もセットで全国発信できることは良いこと。空

き家の活用か新築なのか慎重な検討が求められる。

・アカデミー専用宿舎の必要性は感じないが、農業法

人等へのインターンシップ、短期研修等と併せた低価

格で使える住宅整備は理解する。

　林業アカデミーの住宅整備につ

いて説明を求め、意見を述べた。

　多里地域のまちづくり懇談会の

席上で林業アカデミーの住宅整備

が議題として話し合われ、町へ4月

26日付で要望書が提出された。

要望書の内容（概略）　

・アカデミー生徒の住宅整備にあ

たっては、町や地域が抱える課題

である空き家対策、高齢者問題の

解決策となる施策として、学生や

地域の声を反映した丁寧な議論を

されたい。

・高齢化の進む多里地域として住

民と学生との交流や、入寮者への

食事提供などのサポートも行える

環境がある。学生住居整備による

地域活性化のモデルとして、多里

地域内での空き家活用をはじめと

した住居整備について検討された

い。

林業アカデミーの住宅整備（農林課）

林業専修科の学生の居住先

にちなん中国山地林業アカデミー～林業専修科の学生の居住地～

林業専修科の学生の居住先（１～４期生）

１期生

２期生

３期生

４期生

いわみにし

ひだまりの家

多里空き家

空き家（多里以外）

多里町営住宅

町営住宅（多里以外）

町内自宅

町外自宅

0 2 4 6 8 10 12

10人

12人

1人

1人

2人

2人

7人

4人

1

1

1

1

2

2 3 2

2 2

1

3 5 4

4 5

井谷旅館

パセオ

にちなん保育園

町立学校給食センター

日南中

日南小

●

●

●

●

●

文

建設予定地
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全員協議会全員協議会
　
所
管
各
課
か
ら
報
告
事
項

や
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑

や
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
24
日

◆
専
決
処
分

　町
税
条
例
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
税
条
例
改
正
に
つ
い

て
３
月
末
に
専
決
処
分
す
る

こ
と
の
説
明
を
受
け
た
。

◆
町
民
と
の
意
見
交
換
会

　議
会
報
告
会
お
よ
び
意
見

交
換
会
で
の
質
問
、
意
見
等

へ
の
対
応
を
協
議
し
た
。

４
月
21
日

◆
新
法
人
﹁
山
里
L
o
a
d

に
ち
な
ん
﹂

　役
員
お
よ
び
事
務
局
の
体

制
︵
８
名
︶
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　３
回
目
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
、
４
回
目
接
種
の

見
通
し
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

◆
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
鳥

取
農
場
の
排
水
問
題

　昨
年
行
な
わ
れ
た
現
地
調

査
に
よ
る
指
摘
事
項
６
項
目

に
対
す
る
農
場
の
対
応
方
針

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

農
場
の
対
応
は
、
ほ
と
ん

ど
改
善
の
取
組
み
が
さ
れ
て

い
な
い
。

◆
㈱
山
陰
合
同
銀
行
生
山
出

張
所
の
移
転
計
画

　役
場
内
の
貸
し
付
け
る
ス

ペ
ー
ス
の
改
造
は
銀
行
が
行

な
う
こ
と
、
交
流
ホ
ー
ル
の

一
部
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
。

◆
﹁
た
っ
た
も
カ
ー
ド
﹂
の

利
用
状
況

　４
月
18
日
ま
で
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

運
用
開
始
以
来
約
２
か
月

間
で
電
子
マ
ネ
ー
、
ポ
イ
ン

ト
の
利
用
総
額
は
４
，
４
８

７
万
円
。

◆
公
用
車
の
管
理
状
況

・
公
用
車
の
車
検
、
自
賠
責

保
険
切
れ
運
行
事
案
に
つ
い

て
警
察
や
鳥
取
運
輸
支
局
か

ら
事
情
聴
取
さ
れ
て
い
る
事

な
ど
経
過
説
明
を
受
け
た
。

・
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ

り
、
公
用
車
運
転
前
後
に
ア

ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
行
な

う
こ
と
に
し
た
。

　
５
月
９
日

◆
町
営
バ
ス
の
運
行
体
系

　10

月

開

始

の

ド

ア

・

ツ
ー
・
ド
ア
型
デ
マ
ン
ド
バ

ス
を
取
り
入
れ
た
町
営
バ
ス

の
運
行
体
系
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

◆
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム
鳥

取
農
場
の
排
水
問
題

　４
月
22
日
に
行
な
わ
れ
た

町
長
と
社
長
、
常
務
と
の

ウ
ェ
ブ
会
議
に
つ
い
て
報
告

を
受
け
た
。

　議
会
は
、
社
長
に
意
見
交

換
を
申
し
入
れ
て
い
る
。

　

６
月
13
日
に
県
の
担
当
者

を
招
い
て
勉
強
会
を
行
な
っ
た
。

６
月
14
日

◆
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

　授
業
料
を
２
２
，
８
０
０

円
引
き
上
げ
て
、
年
額
１
１

８
，
８
０
０
円
に
す
る
な
ど

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
こ

と
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

◆
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

　第
２
木
材
団
地
に
計
画
さ

れ
て
い
る
標
記
事
業
に
つ
い

て
現
在
の
検
討
状
況
な
ど
の

報
告
を
受
け
た
。

　

採
算
性
に
課
題
が
あ
り
、

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

◆
三
本
松
農
場

　三
本
松
農
場
の
一
部
を
民

間
会
社
に
貸
付
け
て
い
る
こ

と
、
全
体
︵
46.9 

︶
の
利
活

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

こ
と
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
係
る
経
済
対
策

　国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
財
源
と
し
た
19
の
事
業

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

４
年
度
の
交
付
内
示
額
１

０
２
，
７
７
３
千
円
、
そ
の

内
予
算
化
し
た
額
は
７
５
，

２
３
８
千
円
。

︵
５
月
︶

９
日

　臨
時
会

　
　
　全
員
協
議
会

18
日

　全
員
協
議
会

27
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
　
　︵
現
地
視
察
︶

　
　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　︵
現
地
視
察
︶

︵
６
月
︶

２
日

　議
会
運
営
委
員
会

　

９
日

　６
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　︵
一
般
質
問
︶

　

10
日

　６
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　︵
一
般
質
問
ほ
か
︶

13
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会

14
日

　全
員
協
議
会

　
　
　住
宅
政
策
及
び
中
心
地
域

　
　
　調
査
特
別
委
員
会

　
　
　経
済
福
祉
常
任
委
員
会

16
日

　６
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　議
会
広
報
常
任
委
員
会

29
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

︵
７
月
︶

１
日

　行
政
視
察

　
　︵
津
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
︶

６
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

12
日

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
活
動
報
告

アルコール検知器

ha

法人スタッフ
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内方線開設工事現場

専
決
処
分
の
承
認

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更

　林
道
内
方
線
開
設
工
事
の
30

万
円
の
増
額

◆
日
南
町
税
条
例
等
の
一
部

改
正　国

の
地
方
税
法
改
正
に
と
も

な
う
も
の

◆
日
南
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正

　国
の
国
民
健
康
保
険
法
の
改

正
に
と
も
な
う
も
の

財
産
の
取
得

除
雪
ド
ー
ザ
５
ｔ
級
購
入

契
約
の
相
手
方

　

コ
マ
ツ
山
陰(

株)

契
約
金
額

　１
，
４
０
８
万
円

 
第
３
回

臨
時
会

条
例
の
一
部
改
正

◆
日
南
町
特
別
職
で
常
勤
も
の

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　令
和
４
年
６
月
に
支
給
す
る

期
末
手
当
を
減
額
す
る
も
の

◆
日
南
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　令
和
４
年
６
月
に
支
給
す
る

期
末
手
当
を
減
額
す
る
も
の

◆
日
南
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　令
和
４
年
６
月
に
支
給
す
る

期
末
手
当
を
減
額
す
る
も
の

●
本
案
に
対
し
て
は
反
対
議
員

か
ら
﹁
職
員
の
期
末
手
当
は
引

き
下
げ
る
べ
き
で
は
な
い
﹂
と

の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

選
任
同
意
及
び
任
命
同
意

日
南
町
監
査
委
員

　高
見

　正
司
︵
宮

　内
︶

 
(

任
期
は
令
和
４
年
５
月
11
日

か
ら
４
年
間)

日
南
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　大
塚

　二
美
︵
福
万
来
︶

 
(

任
期
は
令
和
４
年
４
月
15
日

か
ら
令
和
４
年
10
月
31
日
ま
で)

日
南
町
教
育
委
員
会
委
員

　西
村

　彰
滋
︵
萩

　原
︶

 
(

任
期
は
令
和
４
年
５
月
14
日

か
ら
４
年
間)

日
南
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
同
意

　福
田

　英
夫
︵
福

　塚
︶

　梅
林

　
　操
︵

　霞

　︶

　天
崎

　直
幸
︵
生

　山
︶

　嶋
川

　克
寿
︵
中
石
見
︶

　木
山

　篤
志
︵
茶

　屋
︶

　塩
見
真
由
美
︵
上
石
見
︶

　足
立

　進
也
︵
阿
毘
縁
︶

　糸
田
川

　啓
︵
萩

　原
︶

　加
藤

　幸
児
︵
折

　渡
︶

　足
立

　福
子
︵
阿
毘
縁
︶

 
(

任
期
は
令
和
４
年
５
月
19
日

か
ら
３
年
間)

監査委員、教育委員、固定資産評価委員の選任

および農業委員会の任命などを同意

　執行部から提案された議案は、専決処分、財産の取得、条例の一部改正、監査委
員の選任、新しい農業委員会委員の任命などの議案が提案され、全ての議案を原
案どおり可決、同意しました。
　また、選挙管理委員会、補充員の選挙を行いました。

日
南
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
補
充
員
の
選
挙

委
員

　

　山
本

　知
恵
︵
生

　山
︶

　大
塚

　武
史
︵
下
石
見
︶

　前
田

　純
子
︵

　霞

　︶

　山
脇

　良
円
︵
印

　賀
︶

補
充
員

　中
村

　秀
人
︵
三

　吉
︶

　稲
田

　洋
子
︵
笠

　木
︶

　生
田

　敬
聖
︵
下
阿
毘
縁
︶

　前
田

　浩
史
︵
生

　山
︶

 
(

任
期
は
令
和
４
年
５
月
13
日

か
ら
４
年
間)

議
会
事
務
局
の
紹
介

　４
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

議
会
事
務
局
長
に
淺
田
雅
史
職

員
が
着
任
し
ま
し
た
。

５
月
９
日

淺田事務局長と鹿取書記
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最終処分場の内部

　調
査
概
要

　新
ご
み
処
理
施
設
の
建
設

　用
地
の
確
保
に
つ
い
て

　

　平
成
18
年
９
月
に
建
設
候
補

地
を
公
募
し
た
結
果
、
地
元
同

意
を
得
ら
れ
た
９
地
域
の
応
募

が
あ
っ
た
。

　検
討
の
結
果
ご
み
の
運
搬
距

離
や
環
境
問
題
も
あ
り
、
平
成

19
年
津
山
市
の
領
家
地
区
に
決

定
し
た
。

　津
山
圏
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　タ
ー
の
施
設
概
要

　１
日
1
2
8
ｔ
の
処
理
能
力

を
持
つ
ス
ト
ー
カ
ー
式
焼
却
炉

に
高
効
率
の
発
電
設
備
を
備
え

た
熱
回
収
施
設
、
１
日
38
ｔ
の

処
理
能
力
を
持
つ
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
、
３
万
㎥
の
埋
め
立
て
容

量
を
持
つ
最
終
処
分
場
に
加
え
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
機
能
を
備

え
た
管
理
棟
を
有
す
る
総
合
ご

み
処
理
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備

さ
れ
て
い
る
。

　熱
回
収
施
設

　発
生
し
た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

蒸
気
と
し
て
回
収
し
、
タ
ー
ビ

ン
を
回
し
て
発
電
を
行
う
。

リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て
提
供
、

販
売
を
し
て
い
る
。

　最
終
処
分
場

　リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
選
別
し

た
後
、
資
源
化
や
償
却
で
き
な

い
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
な
ど
を
埋

め
立
て
る
。
施
設
は
防
水
施
工

さ
れ
た
屋
根
付
き
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ピ
ッ
ト
で
、
埋
立
容
量

は
３
万
㎥
あ
り
、
あ
と
50
年
使

用
可
能
。

︻
考
察
︼

　西
部
圏
域
の
ご
み
処
理
場
に

つ
い
て
は
、
単
な
る
ご
み
処
理

施
設
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
回
収
や
資
源
化
は
も
と
よ
り
、

環
境
学
習
、
地
域
交
流
施
設
な

ど
を
併
設
し
た
総
合
的
な
施
設

と
す
る
必
要
が
あ
る
。

　最
大
2
3
1
0

kW
の
発
電
を

行
う
能
力
が
あ
り
、
作
ら
れ
た

電
気
は
施
設
内
で
使
用
し
、
余

剰
電
力
は
中
国
電
力
に
売
電
し
、

年
間
１
億
３
０
０
０
万
円
の
利

益
を
得
て
い
る
。

　焼
却
灰
は
金
属
選
別
機
で
鉄

と
不
適
物
を
回
収
し
た
後
、
セ

メ
ン
ト
の
原
料
と
し
て
有
効
利

用
さ
れ
る
。

　リ
サ
イ
ク
ル
施
設

　不
燃
、
粗
大
ご
み
は
破
砕
機

に
て
破
砕
後
、
選
別
機
で
鉄
類
、

ア
ル
ミ
類
に
分
別
さ
れ
資
源
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。
ビ
ン

類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
容
器
は
手
選
別
で
分
け

ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
圧
縮
さ
れ
梱

包
し
同
様
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
。

　環
境
学
習
の
拠
点
施
設
で

　あ
る
管
理
棟

　自
然
保
護
や
自
然
環
境
と
の

調
和
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
学
ぶ
た

め
の
施
設
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま

す
。
ま
た
施
設
内
に
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
が
設
け
て
あ
り
、
清

掃
、
点
検
等
を
行
っ
た
後
に
、

　熱
回
収
施
設
、リ
サ
イ
ク
ル
施
設
は
、津
山
圏
域
環
境
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
株
式
会
社
に
、リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、公
益
財
団
法
人

岡
山
県
環
境
保
全
事
業
団
に
委
託
し
て
い
る
。

行
政

    

視
察

津
山
圏
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　鳥
取
県
西
部
9
市
町
村
で
は
、
長
年
に

わ
た
り
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
令
和
4
年
7
月
1
日
、
議
員
全
員
で

広
域
化
を
進
め
た
津
山
圏
域
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

岡山県津山市

圏域人口

建設費の総額

可燃ごみ処理能力

維持管理費

140,724人

約145億円

128t/日

約６億円/年

事業概要

西部圏域のごみ処理を考えよう!!

熱回収施設
リサイクル施設

管理棟

多目的広場

最終処分場

レストハウス
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　﹁
平
和
と
は
理
念
で
は
な
く
現
実

の
力
な
の
だ
﹂
。
こ
れ
は
紛
争
地
域

で
医
療
、
灌
漑
な
ど
数
々
の
偉
業
を

成
し
遂
げ
た
故
中
村
哲
医
師
の
言
葉

で
す
。
彼
は
常
に
粘
り
強
い
対
話
と

自
分
の
持
つ
技
術
、
知
恵
と
工
夫
で

困
難
を
乗
り
切
っ
て
き
ま
し
た
。

　武
力
衝
突
が
珍
し
く
な
い
彼
の
地

で
、
そ
れ
は
並
外
れ
た
度
量
と
卓
抜

な
ア
イ
デ
ア
、
そ
し
て
限
り
な
い
誠

実
さ
が
求
め
ら
れ
る
行
為
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　戦
争
に
翻
弄
さ
れ
軍
備
拡
張
に
ひ

た
走
る
現
在
の
日
本
政
府
を
、
中
村

医
師
な
ら
ど
う
い
さ
め
た
か
。
今
、

私
た
ち
も
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
す
。

　
　
　
　
　
　岡
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　健
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幸

編

集
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記

議会および議会だよりについて、ご意見をおよせください。　メールアドレス／s0800@town.nichinan.lg.jp

インタビューシリーズ

どっこい、この町に生きる
山
陰
の
も
の
づ
く
り

　
一
つ
の
も
の
を
集
中
し
て
生
産
・
販

売
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
で
、
ペ
リ

ー
の
黒
船
が
来
航
し
た
年
に
城
下
町
松

江
に
誕
生
し
た
味
噌
メ
ー
カ
ー
の
門
を

た
た
き
ま
し
た
。

　
城
下
町
に
ふ
さ
わ
し
い
上
品
な
味
と

１
６
０
余
年
の
老
舗
で
山
陰
で
は
確
固

た
る
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
る
中
で
育
て
て

も
ら
い
、
山
陰
の
も
の
づ
く
り
・
発
信

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

”
い
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る”

日
南
町

　
妻
の
里
が
福
栄
で
、
家
族
で
お
米
、

野
菜
を
作
っ
て
い
て
、
初
め
て
い
た
だ

い
た
時
は
本
当
に
美
味
し
く
感
銘
を
受

け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
農
業
の
現
状
を
聞
い
て
い
く

中
で
、
日
南
町
農
業
に
危
機
感
を
抱
き
、

も
っ
た
い
な
い
で
終
わ
ら
せ
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
い
い
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
日
南
町

を
６
次
産
業
の
分
野
か
ら
発
信
し
選
択

肢
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
若
い
人
が

残
っ
て
い
け
る
よ
う
な
新
し
い
仕
組
み

を
自
分
た
ち
の
年
代
で
確
立
し
て
い
き

た
い
と
考
え
、
思
い
切
っ
て
来
ま
し
た
。 ”

鍵
は
発
信
力 

“

な
ぜ
農
業
研
修
生
に

　
日
南
町
で
も
の
づ
く
り
を
す
る
た
め

に
、
こ
の
環
境
で
﹁
生
産
の
基
礎
﹂
を

学
び
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
農
家
で
研
修
す
る
中
で
現
状
を
理
解

し
、
今
後
の
産
業
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
は
、
楽
し
い
学
び

の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
加
工
食
品
を

　
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
な
が
ら

漬
物
や
ド
ラ
イ
野
菜
を
製
造
・
販
売
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
の
生
産
者
と
共
に
も
の

づ
く
り
を
発
信
し
、
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
で
す
。
第
一
弾
と
し
て
、
既
に
生

産
者
の
皆
さ
ん
の
販
売
サ
ポ
ー
ト
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

﹁
発
信
を
し
っ
か
り
し
て
い
か
な
い
と

形
に
な
ら
な
い
﹂
。
長
年
食
品
業
界
に

携
わ
っ
て
来
て
一
番
感
じ
た
こ
と
で
す
。

日
南
町
は
と
て
も
魅
力
の
あ
る
町
だ
と

思
い
ま
す
。

ブロッコリー畑での収穫

　
　

灘

　秀
二
郎
さ
ん
︵
矢
戸
︶

な
だ

し
ゅ
う
じ
ろ
う


